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抗 議 文 
 
貴国は９月１５日にネバダ州の核実験場で２４回目の臨界前核実験を実施した。 

 

被爆者を始め核兵器廃絶を願う世界の多数派市民は、昨年４月のプラハ演説以降、一貫して核

兵器のない世界の実現を目指し世界をリードしてきたオバマ大統領の努力に大きな期待を寄せ

てきた。また、ルース大使が今年の広島での平和記念式典に初めて公式に参列するなど、貴国は

そうした核兵器廃絶への願いを十分に理解しているはずである。 

 
ＮＰＴ再検討会議において、核保有国を含む全ての加盟国が核兵器廃絶に向け行動を開始する

ことに合意し、その実現に向けリーダーとなるべき貴国が臨界前核実験を実施したことは、被爆

者を始め核兵器廃絶を求める世界の多数派市民の期待や願いを踏み躙るものであり、激しい憤り

を覚える。我々は、144 か国・地域の 4,207 都市が加盟する平和市長会議を代表して厳重に抗議

する。 

 

臨界前核実験は新たな核兵器の開発にも繋がる行為であり、大統領自身が批准を目指す包括的

核実験禁止条約（ＣＴＢＴ）の精神に反するものである。 
 
核兵器のない世界の実現を目指すリーダーたるべき貴国には臨界前核実験を含め核実験及び

核開発に繋がる全ての行為を行わないよう強く要請する。その上で、大統領には、早期に平和記

念資料館や原爆死没者慰霊碑など被爆の記憶が残る被爆地を訪れ、被爆の実相に触れ、報復より

も和解を選んだ被爆者の体験や願いを共有し、一日も早い核兵器廃絶の実現に向けて努力するこ

とを強く求める。 
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